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ひ
と

よ
し

で
輝

く
人

古
里
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
総

務
省
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」。

県
内
初
の
個
人
受
賞
と
な
る
総
務
大
臣
賞

に
、「
食
」
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
本
田
節
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

　

37
歳
の
時
、
乳
が
ん
を
発
症
。
病
気
を
機

に
自
分
の
体
を
見
つ
め
直
し
、
改
め
て
食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
い
た
。以
降
、「
食
」

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
携
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
10
年
、
地
域
の
料
理
講
座
で
出
会
っ

た
仲
間
た
ち
と
、
矢
黒
町
に
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン「
郷
土
の
家
庭
料
理
ひ
ま
わ
り
亭
」を
オ
ー

プ
ン
。
地
産
地
消
の
家
庭
料
理
を
提
供
し
な

が
ら
、
郷
土
料
理
の
伝
承
や
食
育
、
地
域
の

高
齢
者
や
子
育
て
世
代
女
性
の
雇
用
創
出
な

ど
、「
食
」
と
「
人
」
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
、
全
国
各
地
を

飛
び
回
り
講
演
す
る
こ
と
も
多
い
本
田
さ

ん
。講
話
だ
け
で
な
く
、現
地
の
食
材
を
使
っ

た
名
物
作
り
な
ど
、「
食
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
る
地
域
の
宝
物
探
し
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
し
て
い
る
。「
賞
を
励
み
に
、
地
元
は
も

ち
ろ
ん
全
国
を
“
食
”
で
も
っ
と
元
気
に
し

た
い
」
と
今
後
の
活
動
に
力
が
入
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
農
業
や
食
品
加
工
、
レ

ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
を
学
び
た
い
人
の
受
け

入
れ
に
力
を
入
れ
た
い
。
地
域
の
人
と
の
す

て
き
な
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
の
活
動

が
こ
こ
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
恩
返
し

で
す
」。
食
べ
る
こ
と
は
、元
気
の
源
。「
食
」

を
通
し
て
、
人
吉
か
ら
全
国
へ
元
気
を
発
信

し
て
い
く
。

総務省「ふるさとづくり大賞」で
総務大臣賞を受賞した

本田 節 さん（下原田町荒毛）

ほんだ　せつ
昭和29年11月10日生まれ。Ｏ型。球磨郡相
良村の農家で育つ。人吉高校卒業後、地元の
農協に就職。結婚後、３人の娘を育てながら
夫の建築設計事務所をサポート。現在は、農
家レストラン「郷土の家庭料理ひまわり亭」
の代表を務める傍ら、食を通したまちづくり
アドバイザーとして全国を飛び回る。３月に
は８人目の孫が誕生予定。毎月のように自宅
に家族が集まり、孫の誕生日会を開くのが楽
しみだとか。

忍者相手に、いざ勝負！
　

熊
本
忍
者
連
盟
が
主
催
す
る
忍
者
チ
ャ

ン
バ
ラ
「
忍し

の
せ
ん戦
」
が
、
２
月
14
日
に
青
井

阿
蘇
神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

連
盟
は
、
人
吉
市
の
「
相あ

い
ら
に
ん
ぐ
ん

良
忍
軍
」、
熊

本
市
の
「
肥
後
の
旋か

ぜ風
」、八
代
市
の
「
火

之
国
屋
」
と
い
う
３
つ
の
忍
者
愛
好
団
体

が
集
ま
り
昨
年
結
成
。「
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
忍
者
を
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
初
め
て
企
画
し
た
催
し

で
す
。

　

忍
戦
は
、
ス
ポ
ン
ジ
剣
を
手
に
10
㍍
四

方
の
エ
リ
ア
の
中
で
忍
者
と
戦
い
、
脚
を

た
た
か
れ
る
と
負
け
に
な
る
ゲ
ー
ム
。
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
約
30
人
が
参
加
し
、
忍

者
か
ら
逃
げ
回
っ
た
り
追
い
か
け
た
り
し

な
が
ら
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

親
子
で
参
加
し
た
中
原
小
４
年
の
荒
毛

開か
い

く
ん
は
「
初
め
て
忍
者
と
戦
っ
た
。
強

か
っ
た
け
ど
、
勝
て
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

忍者を相手にスポンジ剣で戦う子どもたち。負けないぞ！（上）／主
催した熊本忍者連盟の皆さん（下左）／この日はバレンタインデー。
ゲームの後には手裏剣クッキーや忍者カードのプレゼントもあり、子
どもたちは大喜び（下右）
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「
家
族
と
走
る
、
家
族
が
応
援

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
２

月
21
日
に
第
13
回
ひ
と
よ
し
春
風
マ

ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
人
吉
市
出
身

で
ワ
コ
ー
ル
女
子
陸
上
部
の
永
山
忠

幸
監
督
と
、
１
月
の
大
阪
国
際
女
子

マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝
し
、
今
夏
開
催
の

リ
オ
五
輪
出
場
が
有
力
な
福
士
加
代

子
選
手
。

　

前
日
の
開
会
式
に
は
ゲ
ス
ト
２
人

も
出
席
。
福
士
選
手
は
「
リ
オ
五
輪

で
は
金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
。
明
日

は
皆
さ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
３
世
代
５
人
で
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
黒
木
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
鹿
児
島

県
）
が
「
家
族
と
走
る
楽
し
さ
を
か

み
し
め
、
家
族
の
応
援
を
力
に
変
え

て
最
後
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
時
は
晴
天
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
５
８
６
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
、
ハ
ー
フ
、
10
㌔
、
５
㌔
、
３
㌔
、

２
㌔
を
、
沿
道
の
家
族
や
地
元
の
方

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
走
り
抜
き
ま

し
た
。

第13回

❶ 福士選手と、５㌔女子50歳以上で１位に輝いた川口元子さん（下薩摩瀬町）　❷ 出場ランナー２千人を超えるハーフの部がスタート！　❸ 福士
選手と握手！　❹ 完走後は、家族で温かいつぼん汁をいただきます！　❺❿ 沿道にはさまざまな形でランナーに声援を送る市民の方がたくさん！
❻ 応援用小旗は老人クラブの皆さんが手作り　❼ 走る前に親子でストレッチ　❽ 開会式であいさつする人吉出身の永山監督　❾ 開会式で黒木さん
家族が元気に選手宣誓　⓫ 市民ボランティアの皆さんが果物などでランナーをサポート　⓬ 「パパ頑張って！」沿道の娘とハイタッチ！　⓭ 大会
前日からボランティアの方たちがつぼん汁などを準備した　⓮ 無事にハーフ完走！　⓯ 人吉球磨スポーツトレーナー協会によるマッサージ
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人
吉
球
磨
日
本
遺
産
活
用
協
議
会

は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
日
本
遺

産
を
体
感
で
き
る
コ
ー
ス
作
り
な
ど

を
進
め
る
た
め
、
外
国
人
を
対
象
に

し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
２
月
18
・

19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

カ
ナ
ダ
な
ど
８
カ
国
か
ら
10
人
が
参

加
。
一
行
は
最
初
に
球
磨
商
業
高
校

の
生
徒
か
ら
日
本
遺
産
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
人
吉
城
跡
や
国
宝
・

青
井
阿
蘇
神
社
な
ど
を
見
学
し
て
回

り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
後
は
「
高
校
生

の
案
内
や
地
元
の
お
も
て
な
し
が
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
自
慢
の
歌
声
を
披
露

し
て
も
ら
う「
人
吉
の
ど
自
慢
大
会
」

を
、
２
月
11
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

過
去
の
上
位
入
賞
者
６
人
を
含
む
、

人
吉
球
磨
に
住
む
歌
好
き
の
老
若
男

女
22
組
が
出
場
。

　

人
吉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ボ
ー
イ
が
司

会
を
務
め
、
満
席
の
会
場
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
出
場
者
が
プ
ロ
顔
負
け
の
歌

声
を
披
露
し
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。
優
勝
は
、
絢
香
の
「
は
じ
ま
り

の
と
き
」
を
歌
っ
た
久
保
田
晃こ
う
こ子

さ

ん
（
矢
黒
町
）。
平
成
25
年
度
大
会

に
続
い
て
２
度
目
の
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

球磨商業高校の生徒が人吉城跡の石垣を案内 優勝した歌声を披露する久保田さん（中央）

外国人が見た日本遺産の魅力は
人吉球磨日本遺産モニターツアー

満席の会場で自慢の歌声を披露
おどんな日本一！ 人吉のど自慢大会

　

市
で
は
、
景
観
を
守
り
未
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
平
成
30
年
度
の
景
観

条
例
施
行
に
向
け
て
景
観
計
画
策
定

の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
人
吉
の
景
観
の
資
源
価
値
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
と
の
対

話
か
ら
解
決
策
を
見
い
だ
す
「
ひ
と

よ
し
未
来
会
議
」
を
２
月
12
日
に
市

役
所
で
開
催
。
市
民
参
加
型
の
ま
ち

づ
く
り
に
多
く
関
わ
る
九
州
大
学
大

学
院
芸
術
工
学
研
究
院
教
授
の
藤ふ

じ
は
ら原

蕙け
い
よ
う洋
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
者

と
市
内
の
景
観
価
値
を
再
確
認
し
ま

し
た
。
今
後
も
現
地
調
査
を
行
う
な

ど
、
景
観
計
画
策
定
の
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

参加者はグループに分かれてさまざまな意見を出し合った

美しいまちを未来に残すために
人吉の景観の資源価値を考える

　

今
年
か
ら
８
月
11
日
が「
山
の
日
」

と
し
て
国
民
の
休
日
に
な
る
こ
と
を

記
念
し
、
２
月
20
日
に
熊
本
南
部
森

林
管
理
署
で
山
に
親
し
む
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
同
管
理
署
と
県
球
磨
地

域
振
興
局
の
職
員
が
、
希
少
な
チ
ョ

ウ
の
保
護
や
有
害
鳥
獣
の
駆
除
な

ど
、
人
吉
球
磨
で
の
自
然
保
護
事
業

に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
環
境
省

希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
の

乙お
と
ま
す益
正
隆
さ
ん
（
土
手
町
）
が
申
年

に
ち
な
み
サ
ル
に
関
す
る
植
物
や
人

吉
球
磨
の
植
物
に
つ
い
て
講
演
し
、

参
加
者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

人吉球磨の植物について説明する乙益さん（中）

植物の面白話に興味津々
森を身近に！  森のセミナー

新たな案を松岡市長が参加者へ説明

　

市
役
所
の
庁
舎
移
転
建
設
に
伴
い

２
月
８
～
16
日
に
か
け
て
、
市
内
６

校
区
の
各
コ
ミ
セ
ン
で
新
市
庁
舎
建

設
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
延
べ
１
９
４
人
が
参
加
。

　

説
明
会
で
は
、「
人
吉
市
新
庁
舎

移
転
建
設
基
本
構
想
」
の
現
行
計
画

案
と
、
新
た
な
２
案
を
松
岡
市
長
が

説
明
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
新
庁

舎
建
設
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
質
問
や
ご
意
見
を
今
後
の
基
本

構
想
な
ど
に
生
か
し
、
平
成
28
年
度

中
の
基
本
構
想
策
定
を
目
指
し
ま

す
。

新しい市役所をつくるために
新市庁舎建設に関する校区説明会

　

人
吉
球
磨
地
域
が
ひ
な
祭
り
一
色

に
染
ま
る
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま

つ
り
」
が
２
月
１
日
に
開
幕
し
ま
し

た
。
３
月
21
日
㈪
ま
で
。
初
日
は
九

日
町
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
あ
り
、
五
日
町
・
九
日
町
・
鍛
冶

屋
町
の
お
ひ
な
通
り
の
代
表
者
が
イ

ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
通
り

に
は
、
た
く
さ
ん
の
ひ
な
人
形
が
並

ん
で
い
る
ほ
か
、
今
年
は
人
吉
ク
ラ

フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園
に
巨
大
ひ
な

壇
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
㈰
は
、
各
お
ひ
な
通
り

で
「
き
も
の
ぶ
ら
り
歩
き
」
や
、
五

日
町
の
若
宮
神
社
で
「
お
ひ
な
マ
ル

シ
ェ
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

オープニングセレモニーでイベントをＰＲ

春を彩る多彩なイベント開催中
人吉球磨は、ひなまつり

　

子
ど
も
の
学
校
休
業
日
と
大
人
の

有
給
休
暇
を
一
緒
に
取
る
「
家
族
の

時
間
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
観

光
庁
が
進
め
る
こ
の
取
り
組
み
を
広

げ
る
た
め
、
男
性
の
仕
事
と
育
児
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
も
ら
う
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

を
２
月
18
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、「
イ
ク
メ
ン
」「
イ
ク
ボ

ス
」
の
育
成
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の

代
表
・
安
藤
哲
也
さ
ん
。「
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
で
家

庭
や
地
域
、
企
業
、
社
会
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
」と
講
話
し
ま
し
た
。

働き方を見直し、父親が育児に関わる大切さを話す安藤さん

父親が変われば社会が変わる
ワーク・ライフ・バランスセミナー

　

東
間
・
大
畑
校
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
で
つ
く
る
藍
田
校
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
、
２
月

９
日
に
東
間
コ
ミ
セ
ン
で
料
理
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
災
害
時
に
、
同

委
員
が
自
宅
で
料
理
を
作
っ
て
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
な
ど
へ
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
昨
年
か

ら
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

先
生
役
は
、
元
警
察
官
で
当
直
時

の
食
事
係
を
長
年
務
め
た
と
い
う
西

間
上
町
の
同
委
員
・
栁
瀬
兼か

ね
お雄

さ
ん
。

互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
だ
ご
汁
や

空
揚
げ
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど
を
作

り
、
完
成
後
は
試
食
会
を
開
き
食
事

を
楽
し
み
ま
し
た
。

料理のこつを教え合いながら調理

もしもに備え料理の腕を磨く
藍田校区民生委員・児童委員料理講習会
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

お
知
ら
せ

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

３
月
31
日
㈭
は
窓
口
の

開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
せ
ん

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

 
春
の
番
組

水
道
使
用
の
開
始
・
中
止

な
ど
は
お
届
け
く
だ
さ
い
！

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
毎
週
木
曜
日
、
市
役

所
本
庁
舎
１
階
窓
口
の
開
庁
時
間

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま

す
が
、
３
月
31
日
㈭
は
年
度
末
電

算
処
理
の
た
め
通
常
通
り
午
後
５

時
15
分
ま
で
の
開
庁
と
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

市
総
務
課
職
員
係

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
23
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

西
門
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

散
歩
「
春
よ
来
い
」

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

３
月
18
日
㈮

問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
早
め
に
水

道
局
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
】

○
引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
の
使
用

　

を
開
始
・
中
止
す
る
と
き

○
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

　

き
【
届
出
内
容
の
変
更
】

○
水
道
使
用
者
の
名
義
を
変
更
す

　

る
と
き

○
支
払
方
法
を
変
更
す
る
と
き

　

こ
の
弔
慰
金
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
（
基
準
日
）
に
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
遺

族
が
い
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
申
請
し
た
方
で
、
通
知
が
届

い
て
な
い
方
は
裁
定
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
通
知
が
届
く
ま

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容　

25
万
円
（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）

対
象
者　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
１
人

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔

　

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖

　

父
母
、
兄
弟
姉
妹

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の   

　

三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
な

　

ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

　

年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た

　

方
）

請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

㈪※
請
求
手
続
き
に
は
、
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

　

平
成
28
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
３
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

４
人
以
上
で
活
動
す
る
団
体
が
加

入
で
き
、
団
体
活
動
中
や
そ
の
行

き
帰
り
の
事
故
が
補
償
さ
れ
ま

す
。

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
て
、
掛
け
金
も
低
額

で
す
。

　

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
５
日
㈯
か
ら
春
の
番
組

「
な
が
れ
ぼ
し
に
の
っ
て
」
を
投

影
し
ま
す
。

あ
ら
す
じ　

星
を
見
な
が
ら
お
父

さ
ん
の
帰
り
を
待
つ
ま
ど
か
。
星

座
や
流
れ
星
の
こ
と
を
お
母
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
や
が
て

ま
ど
か
は
星
の
世
界
へ
。
星
の
世

界
で
迷
子
に
な
っ
た
ま
ど
か
に
話

し
か
け
て
き
た
小
熊
が
、
ま
ど
か

を
流
れ
星
に
乗
せ
て
家
を
探
し
に

行
く
こ
と
に
…
…
。

投
影
時
間

火
・
木
曜
＝
午
後
２
時
～

土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
11
時
～
、

　
　
　
　
　
　
　

  

午
後
２
時
～

料
金　

高
校
生
以
上
＝
２
１
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
団
体
投
影
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

　曙
あけぼのはし

橋の耐震補強調査・設計の現地調査
に伴い通行規制をかけます。ご迷惑をお
掛けしますがご協力をお願いします。

交通規制内容　車両通行止め
　　　　　　　（歩行者は通れます)
通行規制期間　３月７日(月) ～
　　　　　　　10日(木)の 午 前 ９ 時 ～
　　　　　　　午後４時（作業中のみ規
　　　　　　　  制をかけます）
※ 大型車両の迂

う か い ろ

回路は看板で表示しま
　 す。看板にしたがって通行してくだ  
　 さい。

問合せ　市道路河川課維持係
　　　　（☎２２－２１１１ 
　　　　　  内線２４１５）

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊

本
県
支
部
（
☎
０
９
６
‐
２
１
３

‐
９
０
１
５
）

水
ノ
手
橋

胸 

川

山
田
川

大 
橋

曙 

橋
肥
薩
線

人 

吉 

橋

人吉駅

市役所
人吉城跡

国道445号

国道445号

国道219号

球磨川

くま川鉄道

↓至伊佐市

調査実施箇所
車両通行止め

戦
没
者
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

ダウンロードは
こちらから→

問合せ　「i広報紙」に関すること　株式会社 ホープ（☎０９２－７１６－１４０４）
　　　　「広報ひとよし」に関すること　市総務課秘書広報係（☎２２－２１１１　内線２２０８）

３月７日㈪ ～ 10日㈭は曙
あ け ぼ の は し

橋が車両通行止めになります

○
料
金
の
請
求
書
送
付
先
を
変
更

　

す
る
と
き

問
合
せ　

市
上
水
道
課
業
務
係
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▲ 横穴群を前に学芸員が説明

誰
で
も
気
軽
に
受
講
で
き
る

生
涯
学
習
講
座

幹
部
自
衛
官
採
用
試
験

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど

異
動
申
告
は
３
月
中
に

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

３
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布
、
球
磨
川
下
り
川
開
き
祭

（
球
磨
川
下
り
発
船
場
）

２
㈬

３
㈭

4
㈮

５
㈯

６
㈰
相
良
三
十
三
観
音
健
康
ウ
オ
ー
ク
、

き
も
の
ぶ
ら
り
歩
き(
五
日
町
・
九

日
町
・
鍛
冶
屋
町)

、
耳
の
日
ふ
れ

あ
い
’16(

東
西
コ
ミ
セ
ン)

７
㈪

８
㈫

９
㈬

10
㈭

11
㈮

12
㈯
お
ひ
な
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会(

鍛
冶
屋
町)

13
㈰
市
内
中
学
校
卒
業
式

14
㈪

15
㈫
広
報
配
布

16
㈬

17
㈭

G
空
間
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

in 

人
吉(

あ
ゆ
の
里)

18
㈮

19
㈯

20
㈰
春
分
の
日
、
国
指
定
史
跡
大
村
横
穴

群
現
地
説
明
会

21
㈪
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー(

球
磨
川
下

り
発
船
場)

22
㈫

23
㈬
市
内
小
学
校
卒
業
式

24
㈭
市
内
小
・
中
学
校
終
業
式(

第
一
中

以
外)

25
㈮
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー(

CP)

26
㈯

27
㈰

28
㈪
第
一
中
終
業
式

29
㈫

30
㈬

31
㈭

自
衛
官
採
用
試
験

試　
　

験

税
・
料
金

健　
　

康

愛
の
献
血
♥

◆
３
月
22
日
㈫

【
マ
ル
シ
ョ
ク
人
吉
店
】

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
午
後
０
時
40
分
～
４
時

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

　
「
く
ま
も
と
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」

連
携
の
生
涯
学
習
講
座
で
す
。
年

齢
、
性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】

ア
ク
セ
ス
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

入
門
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
デ
ジ
カ

メ
入
門

【
簿
記
コ
ー
ス
】

日
商
簿
記
２
級
取
得
、
日
商
簿
記

３
級
取
得
、
会
計
ソ
フ
ト
入
門

【
共
通
】

日
程　

４
〜
９
月
（
24
回
）

時
間　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
：
午
後

７
時
〜
９
時
、
簿
記
コ
ー
ス
：
午

後
６
時
〜
９
時(

会
計
ソ
フ
ト
入

門
は
午
後
７
時
～)

場
所　

九
州
技
術
教
育
専
門
学
校

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

月
額
１
万
円
（
別
に
入

学
金
５
千
円
と
テ
キ
ス
ト
代
が
必

要
で
す
）

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈭

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

九
州
技
術
教
育

【
幹
部
自
衛
官
（
一
般
・
技
術
）】

対
象
者　

大
卒
（
見
込
み
含
む
）

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

※
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

【
幹
部
自
衛
官
（
歯
科
・
薬
剤
科
）】

対
象
者　

歯
科
幹
部
候
補
生
＝
大

卒
（
見
込
み
含
む
）
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
方

薬
剤
科
幹
部
候
補
生
＝
大
卒
（
見

込
み
含
む
）
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
方

【
共
通
】

申
込
期
限　

５
月
６
日
㈮

一
次
試
験
日　

筆
記
試
験
：
５
月

14
日
㈯
、
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）：
５
月

15
日
㈰

※
県
外
在
住
の
方
も
受
験
可

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）】

対
象
者　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

方【
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）】

対
象
者　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
な
ど
が
あ
る
方
（
衛
生
、
通

信
、
整
備
、
建
設
な
ど
）

【
共
通
】

申
込
期
限　

４
月
８
日
㈮

試
験
日　

４
月
15
日
㈮
～
19
日
㈫

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

４
７
０
４
）

　

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
市

外
転
出
、
廃
車
、
買
い
替
え
、
所

有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

と
き
に
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

が
な
い
と
今
後
も
税
金
が
か
か
り

催 
し 

物

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

第
二
種
電
気
工
事
士

学
科
試
験
対
策
講
座

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群

現
地
説
明
会

募
　
　
集

お
城
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
し
ま
せ
ん
か
？

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催

す
る
日
本
百
名
城
人
吉
お
城
ま
つ

り
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
お
宝

発
見
！ 

蚤の
み

の
市
横
丁
」
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。
家
庭
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
や
手
作
り
の
ク
ラ
フ
ト

品
を
販
売
し
ま
せ
ん
か
？

期
日　

4
月
30
日
㈯
・
５
月
１
日

㈰時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

参
加
資
格　

人
吉
球
磨
地
域
に
住

む
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
か

個
人
（
プ
ロ
や
販
売
を
生
業
と
す

る
業
者
の
出
店
は
不
可
）

販
売
品　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

も
の
（
リ
サ
イ
ク
ル
品
）
や
、
手

作
り
の
ク
ラ
フ
ト
品
な
ど
（
飲
食

物
の
販
売
は
禁
止
）

出
店
料　

２
千
円
※
電
気
を
使
用

す
る
場
合
は
１
千
円
追
加

募
集
数　

20
件
程
度（
１
区
画
２
・

７
㍍
×
３
・
６
㍍
）

申
込
方
法　

市
観
光
振
興
課
に
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
１
日
㈮

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手
話
通

訳
者
の
養
成
講
座
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

期
日

【
入
門
課
程
】

４
月
13
日
～
８
月
10
日
の
毎
週
水

曜
日
（
全
18
回
）

【
基
礎
課
程
】

９
月
７
日
～
平
成
29
年
３
月
29
日

の
毎
週
水
曜
日
（
11
月
23
日
、
12

月
４
日
、
平
成
29
年
１
月
４
日
を

除
く
全
26
回
）

【
共
通
】

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

受
講
資
格　

高
卒
以
上
の
学
力
が

あ
り
、
手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す

方
。※「
基
礎
課
程
」の
受
講
は「
入

門
課
程
」
を
履
修
さ
れ
た
方
に
限

り
ま
す
。

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
７
千
円
程
度
必
要
）

申
込
方
法　

当
日
会
場
で
テ
キ
ス

ト
代
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
30
日
㈯

問
合
せ　

財
団
法
人　

熊
本
県
ろ

う
者
福
祉
協
会
（
☎
０
９
６
‐

３
８
３
‐
５
５
８
７
）

講
座
・
教
室

内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
能
評
価

試
験
ワ
ー
プ
ロ
（
ワ
ー
ド
）
３
級
・

２
級
、
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）
３

　

６
月
実
施
の
第
二
種
電
気
工
事

士
試
験
（
上
期
）
に
申
し
込
み
を

予
定
し
て
い
る
方
に
向
け
た
試
験

対
策
講
座
で
す
。

日
程　

４
月
９
日
～
６
月
４
日
の

毎
週
土
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く

全
８
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）　　
　
　
　
　
　
　

 　

↖

職
業
訓
練
生
募
集

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
お
城
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
市
観
光
振
興
課

内
）

募
集
科
目　

①
木
造
建
築
科

　
　
　
　
　

②
配
管
科

訓
練
期
間　

４
月
～
平
成
29
年
３

月
の
主
に
土
曜
日（
60
日
間
程
度
）

受
講
料　

年
間
３
万
円　
　
　

申
込
期
限　

４
月
30
日
㈯

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

ま
す
。

　

異
動
が
あ
っ
た
方
は
３
月
中
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

な
ど
は
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
50
㏄ 

〜
１
２
５
㏄ 

の
バ
イ

　

ク
、
農
耕
用
小
型
特
殊
車
、
そ

　

の
ほ
か
の
小
型
特
殊
車
＝
市
税

　

務
課
諸
税
係

● 

１
２
５
㏄ 

を
超
え
る
バ
イ

　

ク
、
軽
自
動
車
＝
熊
本
県
軽
自

動
車
協
会
（
☎
０
９
６
‐
３
６
９

‐
７
９
２
０
）

４
７
０
４
）

　

県
内
11
カ
所
の
装
飾
古
墳
一
斉

公
開
に
合
わ
せ
、
大
村
横
穴
群
で

学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見

学
が
で
き
る
現
地
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

毎
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
来
た
こ
と
が
な
い
方
は

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
20
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
随
時
解
説
）

場
所　

国
指
定
史
跡
・
大
村
横
穴

群
（
城
本
町
：
人
吉
駅
裏
手
）

参
加
費　

無
料

※
直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

人
吉
城
歴
史
館

級
・
２
級
の
試
験
対
策
※
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
個
別
対
応
し
ま
す
。

日
程　

４
月
16
日
～
６
月
18
日
の

毎
週
土
曜
日
（
４
月
30
日
、
５
月

７
日
を
除
く
全
８
回
。
最
終
日
に

試
験
を
実
施
し
ま
す
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）
※
求
職

中
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
万
３
千
円
（
別
に
問

題
集
代
２
千
円
と
試
験
料
が
必

要
）

申
込
期
間　

３
月
７
日
㈪
～
４
月

12
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

専
門
学
校
（
☎
㉒
３
４
１
２
）

申
込
期
間　

３
月
16
日
㈬
～
４
月

６
日
㈬　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）
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歳入・歳出の状況

歳 入
50億6,387万円

国保税 
　15.89％

ほかの保険からの
支援金 24.71％

県負担金
4.86%

貯金の取り崩し
1.97%

その他
8.83%

国負担金 24.75％

財政安定のための
交付金 11.97%

市負担金
7.02%

75歳以上の方の
医療費支援金 11.05％

介護保険への負担金
5.08％

県内共同事業拠出金
12.8％

その他　1.08％
保健事業費 0.92％

医療費 67.40%

事務費 1.68%

歳 出
45億8,684万円

項 目 決算額
国負担金 12億5,314万円
ほかの保険からの支援金 12億5,120万円
国保税 ８億447万円
財政安定のための交付金 ６億616万円
その他 ４億4,741万円
市負担金 ３億5,531万円
県負担金 ２億4,618万円
貯金の取り崩し １億円

項 目 決算額
医療費 30億9,152万円
県内共同事業拠出金 ５億8,703万円
75歳以上の方の医療費支援金 ５億668万円
介護保険への負担金 ２億3,285万円
事務費 7,707万円
その他 4,952万円
保健事業費 4,217万円

問合せ　国保全般に関すること　　　市保険年金課国保年金係(☎２２－２１１１ 内線１２２１)
　　　　国保税の納付に関すること　市納税課納税係(☎２２－２１１１  内線１１６２)

曜　日 講座・サークル名 場　所 定　員
講師・

サークル代表者
教材費(月額)

月
華道(小原流) 集会室 20人 永田 和子 １回の講座につき

1,000円程度

茶道(裏千家) ２階和室 10人 宗村 宗裕 1,500円程度

火 書道
集会室・
音楽室

20人 柿本 浩美 1,500円程度

水

料理 調理室 15人 大久保 典子 2,000円程度

ボクシング(ボクササイズ) 体育館 20人 岩本 靜男 1,000円程度

三味線
集会室・
２階和室

15人 簑田 よし子 三味線レンタル料
3,000円

軽音楽 音楽室 10人 福屋 新一 1,000円程度

木

着付け ２階和室 10人 岩﨑 典子 2,000円程度

陶芸 陶芸棟 15人 髙場 英二
三原 真二 2,000円程度

よさこい鳴子踊り 体育館 30人 徳川 禎
よ し か

郁 1,000円程度

土 居合道 体育館 15人 森島 久志 模造刀レンタル料
1,000円程度

月、金
ファイトネス

＆マラソン教室
体育館 20人 沼田 浩光 1,000円程度

第１・３木 ウクレレ 音楽室 20人 佐無田 学 300円

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療を受けられるように、お金（国保税）を出し合っ
て医療費を補助する制度で、人吉市が運営しています。
　平成26年度の人吉市の国民健康保険事業特別会計の決算状況をお知らせします。

市 民 み ん な が 安 心 し て 医 療 を 受 け ら れ る よ う に

平成26年度 国民健康保険事業特別会計決算
～出会い・交流・教養～

勤労青少年ホーム教養講座・サークル受講生募集！
　４月から、勤労青少年ホームの教養講座とサークルが始まります（４月 15 日（金）開講予定）。
どの講座も初心者から楽しく学べます。教養を高め、出会いや交流の輪を広げてみませんか？

対 象 者　原則として 39 歳未満で、市内に住んでいるか市内で働いている方。
　　　　　ただし、定員に満たないときは 39 歳以上の方も受け付けます。
日　　程　４月～平成 29 年３月 ( 講座＝月３回、サークル＝毎週 )
時 　 間　午後７時～午後９時
場  所    勤労青少年ホーム
申込期限　４月６日（水）までの午後１時～午後９時（金～日曜、祝日を除く）
申込方法　勤労青少年ホームに直接申し込んでください。講座開催曜日が違えば
　　　　　 複数の講座を受講することもできます。

申込・問合せ　市勤労青少年ホーム（西間下町７－１ 弓道場向側　☎２４－３８７１）

 　＝サークル活動（仲間が集まった自主活動グループです）　

加入状況
　平成27年３月末現在の被保険者数は9,195人で、市の総人口に占める割合は、
27.１㌫となっています。被保険者数は毎年減少しています。

決算状況
　平成26年度の国民健康保険事業特別会計の決算は、歳入(収入したお金)が
50億6,387万円、歳出(支出したお金)が45億8,684万円でした。
　歳入のうち、最も大きいものは国の負担金と社会保険などほかの保険からの支援金25億434万円で、歳入の約
50㌫を占めています。国民健康保険税は８億447万円で、加入者数の減少などで毎年減少していますが、国保
事業の大切な財源となっています。
　歳出の主なものは医療費の30億9,152万円で、67.４㌫を占めています。医療費と75歳以上の方の医療費支援
金、介護保険への負担金、財政安定のための県内共同事業拠出金が、歳出の96.３㌫を占めています

13 12HITOYOSHI　2016.03.01 広報ひとよし　３月号



　

○○ショップ　創業20年、100％正規品保証
ホーム 商品一覧 品 金 問合せ

人気ブランド○○バック
最新モデル 80%OFF 

50,000円
↓

10,000円 
在庫アリ

■支払い方法：銀行振込
■送料・お届け日：無料、三日か五日届けます
■会社概要：○○ショップ販売店
　　　　　　住所 東京都千代田区
　　　　　　問合せ ○○@abc.com

http://○×△□-shop.com❶

❷

❸

ようこそ としょかんへ！

図書館　☎２４‒３５１８

この本よかばい！

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）

児童

一般

問 市保健センター母子保健係(☎２４－８４２０)

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

３歳までの子どもの写真募集中！

連絡先を忘れずに

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
市総務課秘書広報係
（☎ 22‒2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

！
意
注
に
ト
イ
サ
な
ん
こ

パパいつもお仕事お疲
れさま。ばぁばこれか
らもいっぱい遊んでね

松
まつやま

山 侑
ゆうせい

誠ちゃん
１歳（鬼木町）

平成27年１月８日生

明道パパ・優子ママ

佐藤 賢一／中央公論新社

最上 一平／講談社

おしいれ電車

　

・
男
た
れ
さ
と
敵
の
大
最
上
史

、
が
ル
バ
ニ
ン
ハ

復
讐

の
名
の

前
を
敵
強
。
る
が
上
ち
立
に
下

る
す
愛
は
オ
ピ
キ
ス
・
公
人
主

で
が
と
こ
る
守
を
族
家
と
国
祖

よ
に
家
作
賞
木
直
。
か
の
る
きる

渾
身

。
す
で
説
小
史
歴
の

　

車
電
は
ん
さ
父
お
の
り
つ
ま
と

が
ん
さ
父
お
の
そ
。
士
転
運
の

り
な
に
と
こ
る
す
院
入
で
気
病

、
ら
が
な
み
し
楽
を
話
お。
…
…

本
る
か
分
く
よ
が
事
仕
の
れ
憧

ら
さ
が
解
理
の
へ
業
職
。
す
で

も
」
き
し
ち
め
ま
「
る
ま
深
に

。
す
ま
い
て
い
付

ハンニバル戦争

内
案
刊
新

 (

２

ら
か
刊
新
の
月

)

いつも元気で笑顔いっ
ぱい。これからの成長
も楽しみです♪

お兄ちゃん大好き。い
つもたくさん遊んでく
れてありがとう

遠
とおやま

山 あすかちゃん 森
も り た

田 碧
そ う き

稀ちゃん
１歳（瓦屋町） ２歳（鬼木町）

平成26年６月28日生 平成25年11月18日生

竜太パパ・明子ママ 鉄パパ・知葉ママ

３月の休館日
７日、14日、22日、28日

　

や
号
商
の
ト
イ
サ
引
取
商
子
電
の
規
正

コ
で
断
無
を
ど
な
真
写
品
商
、
ン
イ
ザ
デ

て
し
生
発
が
害
被
る
す
り
た
い
届
が
品
ド

後
文
注
、
か
る
い
て
し
致
一
と
ス
レ
ド
ア

が
な
つ
に
号
番
話
電
た
れ
さ
示
表
、
か
い

の
者
用
利
の
か
ほ
、
先
絡
連
や
地
在
所
●　

し
で
分
自
を
報
情
の
者
業
事
ど
な
価
評

　

大
も
り
よ
格
価
る
い
て
し
通
流
に
般
一
●　

品
商
、
合
場
る
い
て
し
売
販
く
安
に
幅

　

程
の
ど
が
ど
な
間
期
送
配
や
法
方
送
配
●　

振
行
銀
の
座
口
名
人
個
が
法
方
い
払
支
●　　

し
認
確
ず
必
に
前
事
は
約
規
用
利
、
件

　　

活
生
費
消
に
ぐ
す
、
ば
れ
あ
が
と
こ
な
安

ル
ブ
ラ
ト

離乳食の役割り
　人間は、穀物や野菜、肉や魚などの動物性食品な
ど何でも食べる「超雑食」の動物です。成長して命
を維持するために、命を頂きその栄養素を体に取り
入れて生きています。離乳食は、消化能力が未熟な
赤ちゃんが、超雑食の動物「人間」として生きてい
くために、いろいろな食品を食べられるように練習
する大切な食事です。

素材の味を生かした離乳食に！
　腎臓は、体内で不要になったタンパク質や塩分な
どを体外に排せつする役割があります。離乳食を始
める生後６カ月の赤ちゃんの腎臓の大きさと機能
は、大人の半分程度。塩分の取り過ぎは赤ちゃんの
体に大きな負担を掛けます。味付けをする場合は、
大人のものと別にし、離乳食を終えた後も３歳ごろ
までは薄味にしましょう。

離乳食に使うことができる食材
主食 …… 米、パン、うどん、そうめん
主菜 …… 豆腐、白身魚、シラス、卵黄
副菜 …… ニンジン、カボチャ、ホウレン草、
　　　　  キャベツ、大根、タマネギ、カブなど

離乳食のポイント
● 10倍がゆからスタート
● 硬さの目安はヨーグルト
● おかゆに慣れたらイモ類→野菜類→豆腐や魚へ
● 初めて食べる食品は１品ずつ

炊飯器で普通のご飯と一緒におかゆを作ろう♪
　離乳食用のおかゆだけ別に作るのは大変。そんな
ときは、深い湯飲みなどにおかゆの分量の米と水を
入れて炊飯器の中央へ。通常どおり炊くと、湯飲み
の中でおかゆが完成します！

生後５・６カ月から始める離乳食

 

然
自
不
が
ス
レ
ド
ア

 

用
使
の
体
字
旧

 

き
引
値
な
端
極

 

み
の
込
振
行
銀
が
法
方
払
支

 

記
表
語
本
日
な
然
自
不

 

い
な
い
て
れ
さ
載
記
で
ま
地
番
が
所
住

 

中村 真弓さん
人吉市図書館

朝井リョウ／講談社

世にも奇妙な
君物語

　

妙
奇
も
に
世
『
マ
ラ
ド
ビ
レ
テ

や
さ
怖
、
は
に
集
編
短
の
こ
た
れ

の
し
返
ん
で
ん
ど
、
さ
ル
カ
ミ
コ

、
や
者
記
る
べ
調
を
の
も
る
す
ア

れ
さ
出
び
呼
に
」
判
裁
充
ア
リ
「

う
狙
を
座
の
役
主
、
生
大
子
女
た

。
ど
な
ち
た
優
俳
の
役
脇　

ら
』
語
物
な
妙
奇
も
に
世
『、
ら

で
ら
な
説
小
た
ま
た
は
、
り
た

と
リ
ヤ
ニ
ず
わ
思
に
け
掛
仕
の
は　

作
原
に
手
勝
て
み
夢
を
化
像
映

マ
ラ
ド
、
ど
ほ
う
ま
し
て
い
書
を

な
妙
奇
を
人
む
読
、
は
語
物
く
描

。
す
ま
い
誘
と
へ
界
世

❶❷❸
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人
吉
市
長　

松
岡 

隼
人

市長日記
M a y o r ' s  D i a r y

手
の
一
人
と
し
て
皆
さ
ん
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
会
運
営
に
は
、
今
回
も

た
く
さ
ん
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
事
前
の
準
備

か
ら
当
日
の
応
援
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。中
に
は
、

手
に
ま
め
を
作
り
な
が
ら
食

材
を
切
り
出
す
方
も
お
ら
れ

る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
す
ば
ら
し
い
大

会
が
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
４
年
連
続
６
千
人
を
超
え

て
い
る
の
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し
が

参
加
者
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。

　

２
月
21
日
、
ひ
と
よ
し
春

風
マ
ラ
ソ
ン
が
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ワ
コ
ー
ル
女
子

陸
上
部
の
永
山
忠
幸
監
督
と

福
士
加
代
子
選
手
に
も
お
い

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

特
に
福
士
選
手
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援

と
歓
待
ぶ
り
は
す
ご
い
も
の

で
し
た
。

　

福
士
選
手
が
こ
の
大
会
に

何
度
も
足
を
運
び
市
民
と
触

れ
合
い
、
皆
さ
ん
も
福
士
選

手
の
人
柄
に
触
れ
、
走
り
を

通
じ
て
人
と
人
の
気
持
ち
が

通
い
合
い
つ
な
が
り
を
育
ん

だ
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
も
負
け
な
い
市

民
の
た
め
の
大
会
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目

指
す
福
士
選
手
を
、
地
元
選

編
集
後
記

お隣の球磨郡錦町から参加
した和泉さん親子。少しで
も楽しく走ろうと、仮装を
したそうです。「順位は後
ろの方でしたが、楽しかっ
た！」と話していました。

春風マラソンファミリーの部
に参加した和泉さん親子

編
集
室
か
ら

　

熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
２
月
５
日
に
あ

り
ま
し
た
。
広
報
ひ
と
よ
し

は
、
広
報
紙
・
市
部
で
入

選
、
広
報
写
真
・
組
み
写
真

で
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
！

い
つ
も
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
広
報
紙
を
読
ん
で
い

た
だ
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

広
報
紙
・
町
村
部
で
は
、

湯
前
町
が
特
選
、
錦
町
が
入

選
、
球
磨
村
が
佳
作
と
、
球

磨
郡
勢
が
表
彰
台
を
ほ
ぼ
独

占
。
広
報
紙
の
合
同
特
集
に

取
り
組
む
な
ど
、
人
吉
球
磨

10
市
町
村
で
互
い
に
高
め

合
っ
て
き
た
結
果
が
出
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で

頑
張
り
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度

納付 学生納付特例 未納

障害基礎年金・遺族基礎年金の
受給資格期間に入るか？ ○入る ◯ 入る ×入らない

老齢基礎年金の

受給資格期間に
入るか？ ○入る ◯入る ×入らない

年金額に
計算されるか？ ○計算される ×計算されない ×計算されない

※
保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）
は
、
保
険
料

が
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
的

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
を

利
用
せ
ず
に
保
険
料
を
納
付
し
、
さ
ら
に
口

座
振
替
の
早
割
制
度
や
保
険
料
の
前
納
制
度

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

追納した場合は年金額に計算されます
※追納は保険料が高くなる場合があります

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
６
５

㉟
６
１
２
３)

、
市
保
険
年
金
課
国
保
年
金

係
（
☎
㉒
２
１
１
１  

内
線
１
２
２
２
）

上手に活用！

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度
と
は
、
所
得
が
な
い
学
生

が
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
事
故
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ

た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
本
人

の
申
請
で
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
※
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例

だ
け
利
用
で
き
ま
す
。

● 

学
生
納
付
特
例
制
度
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

本
人
の
所
得
だ
け
で
審
査

　

本
人
の
所
得
だ
け
で
審
査
す
る
た
め
、
世

帯
主
の
所
得
が
高
く
通
常
の
保
険
料
免
除
の

対
象
と
な
ら
な
い
学
生
で
も
、
本
人
の
所
得

が
な
い
場
合
は
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

② 

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
可
能
に

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
け
が
や
病
気
な

ど
で
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
障
が
い
の
状
態
に
応
じ

て
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す

る
ま
で
の
国
民
年
金
加
入
期
間
の
３
分
の
２

以
上
の
期
間
、保
険
料
を
納
付
、免
除
ま
た
は    

猶
予
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
事
故
直

前
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

が
条
件
で
す
。

● 

申
請
の
方
法

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
年
金
事
務
所
か
市
保
険
年

金
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
申
請
に
は
、
学

生
証
か
在
学
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　

学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申

請
日
前
に
発
生
し
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に

よ
る
障
が
い
に
つ
い
て
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
現
在
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
の

あ
っ
た
在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い

方
に
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
（
は
が
き
）

が
届
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

● 「
納
付
」・「
未
納
」
と
の
違
い

● 

過
年
度
分
の
追
納
額
は
？

○
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
10
年
前
ま
で
さ          

　

か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る

　

た
め
に
も
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

　

す
。

○
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

　

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

　

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認

　

を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

　

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
の
追
納
に
は
納
付
書
が
必
要
で

　

す
。
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
を
管

　

轄
す
る
年
金
事
務
所
（
市
内
在
住
の
方
は

　

八
代
年
金
事
務
所
）
で
納
付
書
を
作
成
し

　

ま
す
。
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　火災や災害時の消火・救助活動や認知症高齢者の捜索活動など、
さまざまな場面で活躍している消防団は地域防災の要。消防団員は
消防署に勤める消防職員と違い、普段さまざまな仕事をしている住
民が、いざというときに出動する非常勤特別職の地方公務員です。
　女性ならではの視点を生かし、防火・防災の広報や啓発活動を行
う女性消防隊も活躍しています。
　自分が生まれ育ったまち、住み慣れた地域、そして大切な家族を
守るため、消防団活動に参加しませんか？

■入団資格　人吉市に住んでいるか勤務している18歳以上の男女
■申込・問合せ　市防災安全課防災安全係（☎２２－２１１１　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線３３７２）

地域の安全と安心を守るために、あなたにもできることがあります。
人吉市消防団員募集

人吉市消防団　
第４分団第２部
土屋 遼太さん
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あなたの一票大切に！

〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
ＦＡＸ
（
0966）

24-7869
編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

広
報

ひ
と

よ
し

  平
成

28
年

３
月

1
日

号
  第

１
０

５
３

号

３月27日(日)は熊本県知事選挙の投票日

期日前投票の期間と場所
仕事や旅行などで投票日に投票ができない方は期日前投票ができます。

期間　３月11日（金）～ 26日（土）
時間　午前８時30分～午後８時
場所　市役所別館駐車場仮設プレハブ事務所
※期日前投票は、入場券がなくても投票できます。

問合せ　市選挙管理委員会事務局（☎２２－２１１１  内線３４０３） 

人吉市で投票ができる方（次の①～③全てに当てはまる方）
① 投票日現在、満20歳以上の方（平成８年３月28日までに生まれた方）
② ３月９日現在、３カ月以上人吉市の住民基本台帳に記載されている方（12月９日までに転入した方）
③ そのほか欠格事項に当てはまらない方
※平成27年12月10日以降に県内のほかの市町村から人吉市に転入した方は、転入前に住んでいた市町村で投
　票してください。詳しくは、市選挙管理委員会にお問い合わせください。

投票所での同伴
　投票する本人以外は投票所に出入りできません。ただし、投票する本人に同伴する幼児や、投票管理者が認
めた体の不自由な方の同伴者の出入りはできます。

投票所入場券を郵送します
　投票所入場券は、告示日（３月10日）以降、世帯ごとに郵送します。投票に行くときは、各自切り取って
お持ちください。
　投票日当日の投票所は、入場券で確認してください。


